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　集團的に測定した血清抗体の値に基いてインフ
ルエンザ似下「イ」と略す）の疫学を理論的をご
考察する際には，理論の構成に適した測定値の取
扱い方と，．與えられた資料につV・て許容される疫
学的推論の限界を明確にする必要がある。「イ」の
血清疫学に関する報告ぽ極めて多いが，抗体測定
値の統計的取扱い方ぽ報告者によってそれぞれに
各様の方法が用いられており1）一“’7），またこれに基
いて疫学的論述をする際においても上面した推論
の限界に封ずる認識が明確でないものがあるよう
に思われる。
　前報8），9）で私ぽ「イ」抗休と年令との関係及び
各株ウイルスに封ずる抗体粗互の関係について報
告し，これに基V・て新たなる見地から「イ」の疫
学的現象を考察した。本報でぽ自分の資料を元に
して現在「イ」の血清疫学的研究に刑いられてい
る抗体測定値の統計的処理方法を上述のごとき見
地から槍討した。
研究方法
　前報8）・O）と同様札幌市内の学堂生徒を対象として昭和
26年6刀，ll月及．びll召和27年・3月にPR　8，　Lee，　FM　1
並びに松本株に対する抗体を測定した資料の中から，同一
のウイルス株に対する抗体測定がそれぞれの噂期において
互にpairに行われた個体を探りこれを観禦の対象としたD
また前報では対象を学年に四って4群に分けて観嬢したが，
各回の抗体がpairに測定された入員は比較的少ないので，
風凪では小学々童は全学年を合して］．集團とし，更｝こ中学
校及び高等学校．生徒も漏して1集團として取級つた。なお
抗体債は前報と同じく抑制指数を以て表わし，また亭均抗
体債は抑制指数の3‡術亭均で示した。
実鹸成績
　それぞれ集團について各株ウイルスに対する抗体の推移
を観押すると，観劣博期閥，集團及び抗体の種類によつてそ
1）Rickard，　E．　R．，　Horsfall，　F．　L，　Hirs七，　G．　K＆
　1、en　lette，　E．　H．二　Pub．　Health　Rep．56，1819　Cl　941）．
2）　Comm．　on　Acute　Resp．　Dis．：　Am，　」．　Hyg・　48，　253
　（1948）．
3）Schwartz，　B　S．，　Mils七〇ne，　J．　H．，「Baylis，　M．＆
　Deeoursey，　E．：　」一　lmmunol．　54，　225　〈1946）・
4）　Bruyn，　H．　B・，　Meikle．john，　G　＆　Brainerd，　H・　D・：
122
　」． lmmunol．　62，　1．　C1949）．
5）　Francis，　T・　＆　Shope，　R．　E．：　J．　Exp．　Med，　63，　645
　（1936）．
6）操：VIRUS　2，123（1952）．
7）　甲！bL【r・：　　口At．医鍔羊新幸艮，1297，4　（II召24）．
8）外園：札1幌医誌4，304（1953♪．．
9）タト圏：札幌医誌5，8（1954）、
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a）　The　individual　change　of　antibody　for　Mabsumoto
　strain　from　June　throuth　November　1951．
1，8　21　2．4　2Y　3，e
　　　　’　Nou一．　i　951
33　3，6　3，9
（e　Primary　school　pupilsO　Junior　＆　senior　high　school　students）
　　　　　　 　　 　　b）　The iτ1divid al　dhange　of　antibody　for　FIM目strain
　　　　　　　　　　　　　from　November　1951　through　March　1952．
の推移は必ずしも等しくないが，しかしその集團的推移変
動の性状には共通の傾向が認められる。Fig．1，　aはll召和
26年6月より11月に至る期聞の松本抗体の推移を示した
ものであるが，図に示すように6月に高い抗体を有してい
る者は11，月には大多数が低下し，6月の抗体債の低い者は
全般として抗体が著しく上昇している。更に各個体につい
てこの期聞の抗体の変動度を観禦すると，初期の笹の低い
者程上昇度が高く，また低下した者については初期の値の
高い個体程低下の度が著しい傾向が認められる。次にFig．
1，bは同年11刀より笠年3刀に至る期問のFM　1抗体の
推移であるが，この場合には初期に高い値：を有する者では
抗体慣の変動はあまり著明でないが，初期の値が低下する
に從って同様に抗体の上昇度が高くなる傾向が見られる。
即ち一定の期間に抗体が上昇或いは下降する程度は初期に
保有すている抗体償の高さにかなり密接な関連があるよう
に思わ堵し，從って抗体の集團的推移を統計的に考察する際
には，各時期の抗体償をそれぞれ独立の値として取扱うこ
とは適切でなく，その期問における各個体の抗体債の変動
度を対象として槍討すべきである。
　次に各測定時期の各型抗体偵の分布状態を観察すると，
Fig．2，　a～cに例示したように測定の噂期と抗体の種類に
よって種々の型の分布をしている。この図は中，高校生の
集團について観察した成積である・が，（a）に示すように昭
和26年6月及びU刀においてはFM　1抗体の分布は何
れも凡そ正規型に近似している。しかし翌年3月において
は（b）の黒桂で示す如く正規型から著しく偏った分布をし
ており，更にPR　8抗体ではこれと反対に26年11月の分
布は正規型から著しく偏しているが，翌年3月ではかなり
正規型に近い分布を示している（C）。　しかし各個体につい
てそれぞれの噂期の抗体債の差を求めてその分布状態を観
察すると，Fig．2の左側に示すように何れの場合にも正規
型に極めて近い。よって個体毎に各測定時期の抗体償の差
を求めて，その算術的平均の有意性から各型抗体の集團的
推移を槍引した。
　1）昭和26年6月よリ11月に至る期間における各型抗
体の推移：　前報8）に述べたようにこの期間には臨汰的に
「イ」の流行は認められなかったが，抗体と年齢との相関
の推移によって松本株ウイルスによる弱い不顯性感染があ
ったことが推定されている。小学々童と中，高校生徒につ
いてこの期間における各型抗体の推移を上述の抗体偵の差
の導均によって表わすとTable　1の如くである。即ち小学
々童ではFM　1及び松本抗体がともに低下しているが，
中，高狡生徒ではLee抗体が低下し，松本抗体は却って
上昇していると認められる。同一市内に分散居佳している
小学々童と中，高校生徳こおいて松本抗体がかくの如くe
く相反した推移を示す靱1山は，先にFig．1，　aにつ）・て観
察したようにこの期間の初期における各集團の松本抗体の
保有状態に因る尋，のと考えられる。即ち初期の抗体の低い
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Fig．　2
　　　　　　Relative　frequencies　of　serurn　antibody　titers　of　junior　and　senior　high　school　students．
　　　White　columns　represent　the　frequeneies　at　．　initial　time　of　examination　and　black　columns
　　　represen七those　at　final七ime　in　corr錐ponding　period　of　observations　respectively．　The　figures
　　　of　right　side　show　the　distributions　of　the　individual　differenee　of　titers　of　paired　sera　during
　　　corresponding　period　of　observations．
集團では全般的に本抗．休が上昇し．，初期に高い集鯛では抗
休が大多数において低下していることから，前報で述べた
如くこの期問に松本株ウイルスによる．弱．い感染があったた
めに，当時本株．ウイルスに対する抗体の全般的に低くかつ
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Table　1　Change　of　Antibody　Titers　from　June　ThTough　November　1951
Population
Antibody
Number　of　population
Mean　increase
Student’s　t
Initial　mean
Final　mea［n
Illirimary　school　pupils
PR　8
37
0．05
0．76
2．41
2．46
1　Lee
6?
?」00
8??0
422
722
FM　1
　s7
－O．IS
　4，72eeee
　3．56
　3．38
Matsumoto
　66
－O．30
　0r．16eeee
　3．25
　2．95
Junior　＆　senior　high　school　students
PRs　1　Lee　i　FMI
146
0．04
1．55
3．25
3．29
　132
－O．25
　4．76’reee
　2．86
　2．61
124
0．04
1．04
3．18
3，22
Matsumoto
97
0．22
4．06－xx
2．59
2．81
Note：eand－xx　indica七e七he　statistical　confidences　of　mean　increase　a七the　significance　level　of
　　　　5％　and　1％　respectively．
た上級学校生徒が感染したが抗体の上昇を胎したのみで臨
豚的症状を現わすに至らず，一方において小学々童は当噂
全般として高い松本抗体を保有していたためにこの感染を
免かれた結果，この間に本抗体は白柄低下したと考えられ
る。從ってこの際小学々童のみを対象にするならばこの感
染力の溺い：不賦性流行は看過されることになる。
　次にFM　1抗体の推移について観察すると表に示す如
く小学川童では明かに低下しているが，中，高校生徒では
；有意の変動が認められ，ない。これについて考察すると表に
見るように粗品廟の6月のFM　1抗体の平均を比較すると
小学々堂群の方が著しく高いが，一般に「イ」の感染によ
って産生された抗体は高いものほど低下の度も著しいこと
が知られているので10）・11），この際小学口細のFM　1抗体
が低下していることは当然と考えられる。これに対して申，
高校生徒の各株ウイルスに対する6月の平均抗体債を比較
すると，Lee抗体は他に比べてかなり低いにかかわらずこ
の期間に更に低下しているが，　これよりも著しく高い
FM　1抗体では低下が認められない。しかし松本株の感染
により同じくA－primeに属するFM　1株ウイルスに対す
る類属抗体が生ずることが証明されているので12）・13♪，この
ために　FM　1抗体の自然低下が阻止されたものと推定さ
れる。小学々童ではこの阻止現象が見られないが，このこ
とから原株に対する抗体が著しく高い場合には共通抗原に
よる類属抗体の出生は少ないもののように考えられる。
　2）昭和26年11月よリ27年3月の期間における軸心
抗体の推移：　前報に述べた如くこの期間においても臨豚
的に「イ」患者が特に多発したとは認められないが，前報
の成積によればこの間にFM　1株または松本株ウイルスに
よる不顯性感染があったと推定されている。前述と同様の
方法に從って旧型抗体の集合的推移を比較すると，Table　2
の如く小学々童では何れの抗体にも有意の変動を認めない
が，中，高校生徒ではPR　8抗体の低下とFM　1抗体の
上昇が認められる。更に表に示す如くこの紙質では11刀
における　FM　1抗体の平均がかなり高いにかかわらず更
に上昇し，これに対し松本抗体の午均がFM　1抗体に比
較して著しく低いのにかかわらず有意の変動を示さないこ
とを考慮すると，この期間に不寝性感染を起した流行株ウ
イルスは松本株よりもむしろFM　1株と推定ナる方が安
Table　2　α蹴9θ〔ゾAntibo吻Titer／γ脇1＞ovember　19511翫？つuth　Mαroh　1952
Poulation
Antibody
Number　of　population
Mean　inerease
Student’s　t
Initial　mean
Final　rnean
Primary　school　pupils
？R8
　31
－O，05
　1．02
　2，54
　2．49
Lee
1　，，
一1：謡
22・D13S0
FMi　1　Mabsumoto
51
0．06
1．15
3．37
3．43
　50
－O．02
　0．43
　2．98
　2．96
Junior　＆　senior　high　school　students
pRs　1　Lee
　90
一一一 Z．13
　4．72acx
　3．30
　3．17
　74
－O．08
　1：71
　2．69
　2，61
FMi　1　Matsumoto
93
0．15
3。63鞭
3．22
3．37
　63
－o．os
　IA3
　2．81
　2．73
See　£ootnote　in　Table　1．
10）　Fairbrother，　R一　W・，　Martin，　A．　E，　＆　Branch　M．　B，　：
　　Lancet　Z34，　718　（193’　8）．
11）　Francis，　T．，　Magill，　T．　P・，　Rickard，　E．　R，　＆　Beek，
　　M．　D．：　Am．　」．　Pub．　Health　27，　1141　（1937＞．
12）Fukumi，正1．　et　a1．＝　Jap．　Med。　J，4，163（1951）．
13）　Magill，　T．　P．　＆　Jotz，　A，C．　：　J．　Baet．　64，619（1952）．
126 夕卜園一一インフルエンザの血清疫学III 札幌医誌1954
当と思われる。この際小学々童も等しくその感染に曝露さ
れていたと想像されるにかかわらずこの集閣のFM　1抗体
が上昇していないが，Fig．1，　bに見るようにこの集團の
感染前におけるFM　1抗体は中，高校生徒に比較して全般
的に著しく高い。以上のことから考齢するとこの際の流行’
株と推定されたFM　1株ウイルスはこれに対する抗体の全
般的に低い中，高校生徒を容易に感染せしめたが，既に高
．い抗体を保有している小学々童を感染してこれに対する抗
体を更に上昇せしめるほど強力なものではなかったと考え
ることが出來る。しかしFig．1a，　bを比較観察すると松本
株による不顯性感染の際に抗体が上昇した者は，感染前の
松本抗体が抑制垢数で表わすと2，7以下の者に多く3．3以
上の者は却って大多数が低下している。これに対しFM　1
株の感染に際しては流行前のFMl抗体が3．6－3，9の如く
高い値を有している者でも，抗体の低下した者は少ない。
二って両者はともに不顯性感染に終っているが，前年の松
本株の感染に比較してi豊年初頭のFM　1株による方が遙か
に強い感染力を有していたと推定される。以上は流行株ウ
イルスに対する推論であるが，前項で指摘した血清抗体の
集團的推移による疫学的推論の限界はこの場合においても
認めることが出來る。即ちFig．1，　bに示すように巾，高
棟生徒の集團では初期の抗体傾が低い値：からかなりに高い
値に至るまで慶い領域に亘って分布しているので，感染に
よる抗体の上昇は明かに現われているが，小学々童では惑
染前の抗体恨が全般的に高く且つ1爽い令頁域に集積している
ために抗体の上昇は明瞭でない。從ってこの際小学々童の
みについて観察するならば，この期間に魍つた感染を槍出
することは不可能となる筈である。
考 按
　「イ」の疫学を血：L溝抗体の雲隠的推移に：よって
老察した報告を概観すると，抗体測定値の統計的
取扱V・方は研究者によって各人各様であるが，こ
れを綜晒するとおおよそ次の6種の取扱い方に分
類することができる。
　1）各測定時期における集團の抗体1質の分布を
画き，その時期的ズレから直観的に∠卜ll定し，或い
ばそれぞれの時期における集圏の雫均抗体債（多
・　くは血球の凝集を抑制する血清の最高稀釈倍数の
　幾何平均）を比較する方法1）・14）・15）。
　　　2）二丁二二中における各佃休の抗体憤の上昇
　またぽ低下の倍数を求め，そのAS均の有意性によ
　つて制定する：方法4）・16）・17）。
　　　3）その期閥に抗体債が一定の倍数以上に上昇
　またぽ低下した個体の数を総数に対する比率とし
　て表わす方法2，18）・19）。
　　　4）各個体から探った．前L清をおのおの等量宛混
　和した‘集合血清’について抗体を測定し，その
　軍一の測定値の時期的推移を観察する方法3）。
　　　5）集團の所有する抗体債の：分布範圓によって
　判定する方法6）。
　　　6）抗体便の陽性限界を月」いる方法7）。
　　これ箸の方法について考察するに「イ」の感染及．びワク
　チンの接種を受けた’場合の抗体上昇度は，その直前の抗体
　慣が低いものほど高く，またかくして産生された抗体は比
　較的速かに低下するが，その甲高い抗体ほど低下の度も著
　しいことが知られており2）・10）・11）・19）この傾向は私の威績に
　おいても明かに認めらオした。このことは各個体における抗
　体償の早期的推移の方向とその変動度が，感染前の抗電蒐債
　とウイルスの感染力の強さによって著しく影響されること
　を示すものであって，從って各噂期の抗体慣をそれぞれ独
　立の変量として取扱うことは植下でなく，その期間におけ
　る各個体の抗体債の変動度から到定する2）の方法に從う
　べきである。これまでの報告ではこの2）の方法を用いた
　ものでも，軍に抗体儂の変動倍数の乎均値を求めてその有
　意性を検定しているに過ぎず，対象とする変量の分布につ
　いては全く鰯れていない。私は抗体慣を抑制詣数で表わす
　と一定の期悶に各個体が示す抗体便の差の分布は，各測定
　時期における集團の抗体債の分布の如何に関せず極めて正
　規型に近いことを認めた。このことは抗体測定値を統計的
　に処…劃する上に有用な知見であると思う。
　　この方法は抗体の集團的推移を卵j恋するには極めて漉切
　であるが，特定の集團についてこの方法を酷いて得た成績
　から「イ」の疫学を推論する際には，この2）の方法にも
　なお看過し得ない欠隅がある。即ち上逃の上口が示すよう
　に同一市内に分散居住している学童生徒においても，一完
工4）Horsfall，　E　L．，　Lennette，　E　H．，　Riekard，　E．　R．＆
　　Hirst，　G．　K．：　Pub．　Health　Rep，　56，　IS63　（1941）．
15）Hirs七，　G．　K，　Rickard，　E．　R、，　Whitman，　L．＆Horsfall，
　　F．工，．＝　」．Exp．］Maed．75，495（1942）．
16）　Eaton，　M・　D．　＆　Meiklejohn，　G．：　Am．　」．　Hyg．　42，
　　2S　（1945）．
17）　Woolridge，　R・　L，　＆　Craw　ford，　Y．　E．　：　」．　lnfeet．　Dis．
　　9 ，　 59　（1952）．
IS）　Lazarus，　A・　S・　＆　Westfall，　R．　E．　：　J．　lmmunol・　59，
　　2　O．948）．
19）　Magill，　T．　P・，　Plummer，　N．，　Smillie，　W．　G．　＆　Sugg，
　　」．　Y．：　Arn．　」．　Hyg．　42，　94　C1945）．
5魅2一号 外la一一一一インフル＝ンザの血清疫学III 127
の時期に測定された抗体の保有状態は必ずしも等しくなく，
從って対象集團の採り方によって抗体慣が総体的に著しく
高い領域或いは低い領城に偏る場合がある。集團としてこ
のような抗体側の偏りを由回する因子として抗体の種類と
年齢的素因のあることを前報で述べたが，その他にもなお
未知の因子が存在することが想像される。從って或る時期
に測定された集團の抗体慣が全般的に高い場合には，その
後に「イ」の弱い流行が起っても血清疫学的にこれを把握
することは不可能となる。この誤りを免れるためには年齢
そめ他の因子を勘案して流行荊の抗体の低い集團を対象に
するべきであるが，実際上は必ずしも容易でなく特に流行
が不顯性感染の型で起つたll茅には極めて園難である。特に
最近「イ」の流行があった地域では低v・抗体を有する個体が
少ないので，その後に抗原上類似のウィルスによる流行が
起っても，この方法では流行を槍知することが難しいと考
えられる。このことは標水として輿えられた血清が有する
本質的な制約であるから，上にあげた3）の抗体債の変動
率による方法を用いてもこの制約を免かオしることは出來な
い。從って現在わが國において「イ」の血清学的診断の基
準とされている抗体の上昇倍数による列拝方法勤は臨豚
的には漣切であるが，疫学的にはなお槍討の余地があると
思われる。
　次は4）にあげた集合血清による方法であるが，Schwartz
等3）は各個体の血清を等量宛混利した集合血清が血球の凝
集を抑制する最高稀釈倍数をその集團の抗体俄の　“arith－
metic　mean”と呼び，集團の中で少数の個体に著しい抗
体の変動が生じた際この値は從來用いられている個体毎の
血清稀釈倍数の幾何エF均に比較してより鋭敏に変化するた
めに，この値の変動によって’ uイ」の流行を早期に検出す
ることが出興ると述べている。この方法は多数の血清の測
定が極めて箇易に行われることと，測定値：の血滴疫学的意
味付けの点において興味ある取扱い方であるが，各個体の
血清が混合されているために統計的処理に難点力｛あり，夏
に私が松本株による不慮性感染において述べた如く対象集
團の1部では抗体の上昇が，他の1都では低下が魁ってい
る時にはこの方法では抗体の集閣的変動を知ることは難し
いと思、ネ）れる。
　次は・5）にあげた抗体儂の分布範囲の大きさによって列
定する方法である。操6）によれば或る集閣が「イ」の流行
を受けた場合総：てが感染するとは限らないので，感染して
抗体が著しく上昇する者と未感染のために流行株ウイルス
に対する抗体を有しない者とが混在するので，その集團の．
抗体債は全体として著しく低い値：から著しく高い1直：の間に
rli廣く分’費することになる。　しかし同株のウイルスによる
流行が反覆浸淫するに從い感染者が増加するために集團の
抗体便は全体として高い値の附近に巾狭く分布するので，
各株ウイルスに対する年休慣の分布範囲を比較することに
よって流行株を列定することが出來ると述べている。この
方法も興味ある考え方であるが，抗体償のrl峻い分布は流
行が起り易い肌態にあ．ることを示すと同時に，流行直後の
状態をも示すと蓮べていることは，その疫学的推論にやや
明確でないものが感じらオしる。
　最後に叩野7）の提唱する抗体債の陽性限界によって断定
する方法であるが，こオしは抗体の測定が恢復狗1だけについ
て行われた場舎において，推計学的に與えられた限界以上
の抗体債を示す者を以て感染者と推定するものである。從
ってこの方法を集團的に行えば理論上1回の探血によつて
「イ」の流行を推定することが出來るはずである。氏はその
理論の基礎として抗体債の分布が正規型をなすことをあげ
ているが，私の成績により抗体ft（の分布は常に正規型をな
すとは限らず，これから著しく目した分布をなす場合があ
ることを知った。夏に氏が「イ」A及．びB抗体に対して與
えた陽性限界は何れもかなり高いので，これを基準にすiし
ば弱い不単性感染の検出は閨難と．なり，低い値を探択する
ために有意水準を緩和すれば上述した抗体の分布型の想定
の誤りの影響が増大することになるので，この方法にもな
お検討の余地があると思われる。
　以上の諸方法に対して私が前町で報告・した開運
と抗体並びに年齢と抗休との相関の攣動によって
判定する方法はこれまでに見なV・新らしい方法と
考えられるが，この方法にお・いても年齢と抗体と．
の相関を問題にするときはかなり廣い範囲の年齢
暦について抗体測定を行う必要があり，從って実
際上は種々の制約を受けることに：なる。
以上「イ」の．血溝山回的研究において現在用いら
れている抗体測定値の取扱い方について楡幽した
が，」frL清の蒐集に件なう種々の制約を考慮すると
抗休の集團的推移の解析には，標本として探られ
た血清の抗体領の分布範囲に除り制約を受けない
研究．方法が望ましい。この問題について試みた成
績ぽ後報に：報告する。
結 論
　昭和26年6月から翌年3月に至る共川用に：学1童
生徒の集團について各株ウイルスに対する抗休を
測定し，その時期的推移を観察して次の結果を得
20）　厚生省：　衛！4三槍査｝旨金1’工1　（1950）．
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た、
　　11「イ」の侵襲に関して疫学的にほとんど同じ
條件の下にあると認められる地域におV・ても，集
團によって抗体の時期的推移の傾向が著しく異な
ることがある。
　　2）抗体債の集團的分布は測定時期，対象集．團
及び抗休の種類によって必ずし．も正規型を示さな
い＝場合があるが，一定期聞における各個体の抗休
債の差ぽ何れの場合においても極めて正規型に近
．い分布をなす。
　　3）血湾抗休の集團的推移．の研究に現在用いら
れている方法に：つV・て，統計的並びに疫学的見地
から批牛llした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　　（H召禾n28．1Q．10受イ寸’）
Summary
　　　The　group　fluctuations　of　serum　antibody　titers　for　various　strains　of　lnfluenza　virus
were　examined　with　the　paired　sera　obtained　from　the　identical　individuals　during
successive　period　of　observations．
　　　The　following　reszエ1ts　were　obtained．
　　　　1）　lt　is　shown　that　there　are　fairly　inverse　trends　of　fiuctuations　of　antibody　titers
　　　　　　　in　primary　school　pupils　and　high　schoo1　students　in　spite　of　environmental
　　　　　　　conditions　which　were　epidemiologically　assumed　to　be　almost　the　same．　lt　is
　　　　　　　clear工y　demonstrated　that　the　cause　of　this　result　is　based　on　the　difference　of
　　　　　　　antibody　titers　preserved　in　both　groups　prior　to　infection．
　　　　2）　Distribtitions　of　antibody　titers　are　not　always　normal　according　to　the　age　of　the
　　　　　　　groups，　varieties　Qf　antibody　and　time　of　exarninations　；　but　the　distributions　of
　　　　　　　individual　differences　of　titers　at　the　beginning’　and　final　time　of　each　period　of
　　　　　　　observations　are　shown　as　always　approximately　normal．
　　　　3）　Statistical　methods　applied　for　the　study　of　serological　epidem．iology　of　lnfluenza
　　　　　　　are・　reviewed　and　critically　discussed　from　the　statistical　and　epidemiological
　　　　　　　viewpoints．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Oct　10，　1953）
